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地区登録委員研修協議会

北海道ホルスタイン農業協同組合

（一社）日本ホルスタイン登録協会北海道支局

〈研修事項〉



Ｉ．登録業務
効率化テクニック

１．システム活用編

２．申込書チェック編

３．照会回答編

〈研修事項〉

NO MORE
『照会』



１．システム活用編

〈研修事項〉

１）自動登録申込を推奨 （登録取扱団体のメリット）

（1） 血統登録証明の申込書作成が不要になります。

農家が出生報告することで、登録申込になります。

（雄牛・ＥＴ産子・購入牛の登録については、申込書の提出が必要です）

（2） 移動証明も申込書作成が不要になります。

個体識別センターへ導入報告することで、

登録協会の登録原簿へ記録します。

（家族間・シンジケート所有の名義移動、
血統登録証明書への印字は申込書の提出が必要です）



１．システム活用編

〈研修事項〉

１）自動登録申込を推奨

（3）授精報告(受精卵移植も含む）

自動登録は、事前に授精記録を報告いただくことが必須条件となっております。

しかしながら近年、自家授精による授精未報告が増加しており、

血統登録で照会になっています。

授精未報告の照会が多い自動登録農家に対しましては、

適切な報告が徹底されますよう、周知をお願いいたします。

授精報告は、以下の方法がありますのでご活用ください。

① FAX

② メール （Excel【登録協会の様式】）

③ WEB報告 ※自家授精農家のみ利用可能

月1回の
報告を推奨

授精未報告が、長期的で改善しない場合は、

『自動登録停止』 とする場合があります。



１．システム活用編

〈研修事項〉

2）WEBシステムを使おう

（1） 照会回答システム

① 血統登録で照会が発生した際には、FAXやメールで通知いたします。
通知後は、システム上で照会内容を確認・回答が可能です。
また、繁殖台帳（PDF・画像データ）も送信できます。

② 回答の記載ミスなどの防止にもなります。

③ 照会の管理についても容易になりますし、部署内でも共有できます。
また、農家ごとに照会文書を印刷することもできます。

照会発生の通知メールは、個人宛で設定している団体が多く見られます。

業務引継ぎ時は忘れずに宛先変更のご連絡をください。

※通知メールの宛先は部署内で共有できるアドレスを推奨しています。



１．システム活用編

〈研修事項〉

2）WEBシステムを使おう

（2） 遺伝子型調査申込システム

① 試料(毛根など）の送付までの時間が短縮できます。

午前中にＷＥＢ上で申込すると、午後には受付が完了します。

試料(毛根など）が準備できていれば、同日中に送付できます。

② 本システムを利用して申込した場合は、システム内で調査結果を

確認することができます。

申込書を郵送した場合

登録協会で受付完了して、試料
送付書等が送付されてくるまで
に最速で3日程かかります。

※地区によって違います

ＷＥＢシステムのＩＤ・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの管理

ＷＥＢシステムは、登録委員の所属団体で管理しておりますので、
委嘱・異動した際は、速やかに申請してください。



（1）受精卵（ET）産子

2．申込書チェック編

〈研修事項〉

１）自動登録農家の書類による申込み

①血統登録申込書

②受精卵移植証明書

③受精卵証明書

①血統登録申込書

②授精証明書

③本牛の移動証明申込書※

①血統登録申込書

※斑紋記入または写真添付

②受精卵移植証明書（ET）

③受精卵証明書（ET）

④授精証明書（AI）

（2）購入牛 （3）オス牛

照会にならないための効率化ポイント

各証明書はすべて『原本』で提出してください

上記以外の書類等は不要です

※個体識別情報のコピー、遺伝子型検査結果報告書のコピー、照会文書など

※ 血統登録申込書に併記の場合は不要
母牛が無登録牛の場合は移動証明申込書は不要



●遺伝子型調査に関する取扱要項 第3項

雄牛の血統登録→本牛の親子判定が必要。

併せて母牛と母の両親（母方祖父母）の親子判定【供卵牛検査】が必要。

オス登録の効率化ポイント

母牛の供卵牛検査も忘れずに！（本牛がＡＩ産子でも必要なので注意）

2．申込書チェック編【（3）オスの申込について】



●ホルスタイン種牛登録規程 第8条第2項

雄登録牛の個体確認は、個体識別番号ならびに斑紋の併用で行う。

●ホルスタイン種牛登録取扱手続 第4項

斑紋は、原則として左右の両面。

ただし、斑紋の特徴が明確な牛は左側片面で申込むことができる。

手書き斑紋（黒く塗らない） 写真（耳標が確認できるもの）

再提出にならないための時短ポイント

額、四肢蹄冠部、腹下、尾房、が明確に確認できる左側1枚！

2．申込書チェック編【オスの申込について】



ホル協 北海道支局 で検索

2．申込書チェック編

〈研修事項〉

照会にならないための効率化ポイント

本州の様式は使用不可！

常に最新の様式を使用できます

2）申込書は当会北海道支局ホームページから



2．申込書チェック編

〈研修事項〉

3）入力フォームを活用しよう

効率化ポイント

入力ミス・読み取りミスの削減

書き直しの負担軽減



2．申込書チェック編

〈研修事項〉

4）差し戻しを未然に防ぐ「申込書のここを見る！」

登録委員印も忘れずに

⺟⽜の名号は登録の有無にかかわらず必ず記入

ET申込みの⺟⽜欄には供卵(ドナー)牛を記入

本⽜の個体識別番号は正しく！

父⽜は登録番号・略号・名号のいずれか2つ以上記入



2．申込書チェック編

〈研修事項〉

4）差し戻しを未然に防ぐ「申込書のここを見る！」

受精卵証明書はのり付け推奨
※機械読み込みのためホッチキス非推奨

登録済みメス⽜の名号は必ず記入

照会にならないための効率化ポイント

提出前に再度確認！

生年月日も正しいかチェック！

受精卵移植証明書 受精卵証明書



2．申込書チェック編

〈研修事項〉

5）その他の注意事項

（1）申込案内表は必ず添付

①申込案内表と申込書の件数を照合しています。

当会ホームページでダウンロードできます（申1）。

（2）ET産子の登録の際は親子判定の申込みも忘れずに



2．申込書チェック編

〈研修事項〉

5）その他の注意事項

（3）更正の申込みについて

本牛に子孫牛がいる場合は、子孫牛の更正申込書・登録書も必要です。

（4）非自動登録農家の申込みについて

①妊娠中の登録牛を購入し出生した子牛を登録する場合は、

母牛の移動証明申込書が必要です。

※母牛の名義を購入者へ移動してから娘牛を登録します。

※移動証明料金は有料です。

②購入牛の血統登録書を再交付する際は、

再交付申込書に加えて本牛の移動証明申込書が必要です。

※本牛の名義を購入者へ移動する必要があります。

※移動証明料金は有料です。



3．照会回答編

〈研修事項〉

1）最も多く発生している照会

・授精データ未報告
定期的に授精報告することで回避可能

・在胎日数が「２６４日以下」または「２９６日以上」

・同⼀⺟牛より生年月日が違う別⼦の出生あり
出生報告誤りの場合は速やかに当支局へ連絡することで回避可能

・出生報告時の生年月日と乳検報告の分娩月日が相違

・申込牛がRED牛かどうかの照会 ※両親RED⽜の場合、照会対象
自動登録の場合、FAX等で当支局へ報告することで回避可能

回避可能な照会が多数のため、生産者との情報共有をお願いします。



3．照会回答編

〈研修事項〉

2）照会回答するときの留意点

（1）照会回答する前に個体識別情報で申込牛を確認
⇒申込⽜が死亡している場合は、再照会対象
⇒照会回答と個体識別情報が相違している場合は、再照会対象

（2）正しい項目を詳しく回答
例）在胎照会の回答
×「授精台帳FAX」 〇「△年△月△日受胎 授精台帳FAX」

⇒前回・最終授精が正常在胎の場合、どちらで受胎したのか
判断できないため、再照会対象

例）出生内容確認の照会
×「この内容で正しいです」 〇「変更後の内容が正しい」

（3）授精台帳に不備がないか確認
⺟⽜の「個体識別番号10桁」が記載されているか
⇒拡大4桁は再照会対象
種雄⽜の「略符号」が記載されているか
⇒「キャプテン」などの単語の場合は特定できないため、再照会対象



（4）授精証明書・管理委託届は原本を提出
⇒コピー・添付ファイルの場合は、再照会対象

（5）電⼦ファイルを添付する際は、正しいファイル名を使用
・照会番号をハイフンで区切る（4桁-4桁-4桁）
・「半角数字」を必ず使用
⇒誤ったファイル名で添付した場合、添付ファイルの確認ができません。

（6）電⼦ファイルの送信後、必ず照会回答システムを更新する
⇒電子ファイルの送信だけでは「照会回答済み」になりません。

（7）Webシステムの回答で解消できるものは、FAX送信や郵送での重複回答は不要

3．照会回答編

〈研修事項〉

2）照会回答するときの留意点



3．照会回答編

〈研修事項〉

異動・解嘱などにより新しい登録委員に引継をする場合は、
当支局のホームページや研修会資料を参考にしてください。

2）照会回答するときの留意点

Webシステムの回答については
「（⼀社）日本ホルスタイン登録協会北海道支局」の
ホームページにて操作手引がありますので、参考にしてください。


